「立入制限区域」への立入り及び「高線量作業承認願」の提出について

放射線管理部長

　原子炉実験所では、放射線業務従事者については一週間につき1mSv以下にするように、被ばく管理上の措置を講じることとしている。 このため、一週間につき1mSvを超えるおそれのある作業は「高線量作業」とする。「高線量作業」のめやすは20μSv/hを超える場所における作業とする（注1）。

　「高線量作業」を行う場合は、事前に「高線量作業承認願（放射線障害予防規程実施細則様式19）」を放射線管理部窓口に提出し、放射線管理部長の承認を得るとともに、放射線管理部長の指示に従わなくてはならない。
　また、原子炉施設保安規定及び放射線障害予防規程における管理区域内の「立入制限区域」は、被ばく線量が１週間につき 1 mSvを超えるか、または超えるおそれのある場所について、放射線管理部長が設定する（注2）。管理区域内の「立入制限区域」は以下の区域とする。「立入制限区域」における作業は全て「高線量作業」とする。よって、「立入制限区域」の設定期間に「立入制限区域」に立ち入る場合は、事前に「高線量作業承認願」を提出し、放射線管理部長の承認を得るとともに、放射線管理部長が承認願に記載した指示に従わなくてはならない。ただし。各表の右欄に示す作業に関しては、「高線量作業承認願」の提出は不要とする。

	立入制限区域
	立入制限区域の設定期間
	「高線量作業承認願」の提出を必要としない作業

	KUR地下のイオン交換器室及び熱交換器室
	KUR運転中及び運転停止後24時間以内。但し、自然循環による運転を除く。
	定期的な巡視点検作業

	KUR生体遮へい近傍で、標識及びさく等により指定された場所
	KUR運転中
	KUR実験記録、KUR照射使用記録またはKUR医療照射記録において、立入制限区域への立入あるいは高線量作業を「有」とし、放射線管理部長の承認を得ている場合

	ホットラボ地下照射実験室
	常時
	なし

	その他の区域（標識及びさく等により指定された場所）
	随時、放射線管理部長が必要を認めて設定する期間
	KUR実験記録、KUR照射使用記録またはKUR医療照射記録において、立入制限区域への立入あるいは高線量作業を「有」とし、放射線管理部長の承認を得ている場合


注1：「高線量作業」に該当するかどうか不明な場合は、事前に放射線管理部に相談すること。

注2：20μSv/hを超える区域であっても、立入が制限されている区域や、高線量となる時間が短時間の区域等は、「立入制限区域」として設定しない場合がある。なお、炉頂は放射線管理部長が設定する「立入制限区域」としないが、炉頂に立ち入る場合は運転班員の許可が必要である。
＜参考＞

原子炉施設保安規定　

第104条第3項　放射線管理部長は、管理区域のうち被ばく線量が１週間につき 1 mSvを超え又は超えるおそれのある場所について、人の立入りを制限し、又は立入時間を制限するため、標識及びさく等を設けた立入制限区域を設定することができる。 

第110条第2項　立入制限区域に立ち入ろうとする者は、放射線管理部長の承認を得、かつ、放射線管理部長が放射線障害の防止のために行う指示に従わなければならない。 

第115条第2項　放射線管理部長は、管理区域に立ち入る者の線量を、通常時において、放射線業務従事者については1mSv/週以下、及び一時立入者については0.1mSv/週以下にするように被ばく管理上の措置を講じなければならない。  

第115条第4項　放射線管理部長は、被ばく線量が一週間につき1mSvを超えるおそれのある作業のとき、放射線障害の防止のための指示をしなければならない。

放射線障害予防規程  

第１８条　放射線管理部長は、放射線障害の防止上、管理区域において実効線量が１mSv/週を超えるか、又はそのおそれがある場所について、立入制限区域を設定することができる。この場合、区域の境界に施錠、柵又はなわ張り等を設け、かつ、目につきやすい箇所に放射線障害の防止のため必要な注意事項を掲示しなければならない。
２　立入制限区域に立ち入ろうとする者は、放射線管理部長の承認を得、かつ、その放射線障害の防止のための指示に従わなければならない。

第１９条　放射線管理部長は、放射線障害の防止上、一時的に管理区域外において実効線量が100 μSv/週を超えるか、又はそのおそれがある場所について、立入制限区域を設定することができる。この場合、区域の境界に施錠、柵又はなわ張り等を設け、かつ、目につきやすい箇所に放射線障害の防止のため必要な注意事項を掲示しなければならない。

２　立入制限区域に立ち入ろうとする者は、放射線管理部長の承認を得、かつ、その放射線障害の防止のための指示に従わなければならない。

第２１条　放射線管理部長は、管理区域内の常時人が立ち入る場所における次の各号に掲げる事項を監視し、それらが当該各号に定める限度を超えないよう必要な指示をしなければならない。
(1) 放射線の量：実効線量が１週間につき１mSv
　（以下略）
